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当
協
会
の
会
員
で
あ
る
宇
治
市
日
本
ラ
オ
ス
友
好
協
会
で
は
、
こ

の
た
び
、
ラ
オ
ス
日
本
友
好
協
会
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
協
定
調
印
の
た
め
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
た
同
協
会
常

務
理
事
の
中
野
昭
仁
さ
ん
に
、

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
ラ
オ
ス
を
紹
介

サ
バ
イ
デ
ィ
ー
…
　
こ
れ
が
挨

拶
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
ラ
オ
ス
の

一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

今
回
、
「
宇
治
市
日
本
ラ
オ
ス

友
好
協
会
」
と
ラ
オ
ス
人
民
民
主

調
印
式
の
も
よ
う

共
和
国
の
　
「
ラ
オ
ス
日
本
友
好
協

会
」
と
の
友
好
交
流
協
定
の
調
印

締
結
の
た
め
、
九
月
七
日
か
ら
十

三
日
ま
で
、
中
川
恵
次
・
宇
治
市

日
本
ラ
オ
ス
友
好
協
会
会
長
（
宇

治
商
工
会
議
所
会
頭
・
宇
治
市
国

際
親
善
協
会
副
会
長
）
を
団
長
と

す
る
十
一
名
で
訪
問
団
を
結
成
し
、

仏
教
国
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

☆
　
　
☆
　
　
☆

ラ
オ
ス
っ
て
ど
ん
な
国
？

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
存
在
す
る

ラ
オ
ス
は
東
に
ベ
ト
ナ
ム
、
西
に

タ
イ
、
北
に
は
中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

そ
し
て
南
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
五

カ
国
に
国
境
を
接
す
る
内
陸
国
で
、

国
土
は
、
二
十
三
万
六
千
八
百
平

方
ｋ
ｍ
、
そ
の
う
ち
約
七
〇
％
が
高

原
や
山
岳
地
帯
で
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
は
約
五
二
〇
万
人
で

す
。国

民
の
生
活
の
源
と
な
っ
て
い

る
の
は
メ
コ
ン
川
で
す
。
チ
ベ
ッ

ト
高
原
か
ら
南
シ
ナ
海
に
注
ぐ
ま

で
全
長
四
三
五
〇
ｋ
ｍ
。
そ
の
内
、

原
生
林
の
中
を
大
き
く
蛇
行
し
な

が
ら
森
の
国
ラ
オ
ス
を
一
九
〇
〇

ｋ
ｍ
に
わ
た
っ
て
流
れ
、
南
部
で
は

そ
の
川
幅
は
十
四
ｋ
ｍ
に
も
達
す
る

大
河
で
す
。

ラ
オ
ス
と
日
本
と
の
か
か
わ
り

は
大
き
く
、
我
が
国
政
府
は
一
九

九
九
年
か
ら
は
、
無
償
資
金
協
力

に
よ
っ
て
国
際
空
港
で
あ
る
「
ワ
ッ

タ
イ
空
港
」
　
の
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

道
路
整
備
、
ダ
ム
建
設
に
も
資
金

援
助
や
円
借
款
に
よ
る
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
間
か
ら
の
資
金
援
助

の
依
存
度
も
高
く
、
宇
治
市
内
に

あ
る
宗
教
法
人
「
庚
申
会
龍
神
総

官
社
」
も
積
極
的
に
教
育
に
関
す

る
資
金
を
援
助
。
一
九
九
九
年
に

ラ
オ
ス
第
二
の
都
市
ル
ア
ン
パ
バ
ー

ン
に
ナ
ー
ル
ア
ン
小
学
校
を
建
設

し
寄
贈
、
更
に
そ
の
後
も
ラ
オ
ス

教
育
振
興
財
団
に
教
育
資
金
の
援

助
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
　
　
☆
　
　
☆

ラ
オ
ス
と
の
友
好
の
契
機

ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
は
、
宇
治
上

神
社
・
平
等
院
と
同
時
期
に
、
街

全
体
が
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
通
産
」

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

関
係
か
ら
、
一
昨
年
よ
り
宇
治
市

と
ラ
オ
ス
の
友
好
関
係
を
結
ぶ
機

運
が
上
昇
。
こ
れ
を
契
機
に
本
年

四
月
、
市
民
団
体
「
宇
治
市
日
本

ラ
オ
ス
友
好
協
会
」
を
設
立
。
現

在
七
十
五
の
企
業
・
団
体
・
個
人

の
会
員
を
擁
し
て
お
り
、
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
を
今
も
募

集
中
で
す
。

本
協
会
の
活
動
は
、
特
に
毎
年

数
名
程
度
の
会
員
を
ラ
オ
ス
に
派

遣
し
、
人
的
交
流
を
中
心
に
ラ
オ

ス
の
見
聞
を
広
め
る
と
共
に
、
ラ

オ
ス
か
ら
の
親
善
使
節
の
受
け
入

れ
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

☆
　
　
☆
　
　
☆

九
月
八
日
に
調
印

本
協
会
と
ラ
オ
ス
日
本
友
好
協

会
（
会
長
＝
ポ
ー
ン
メ
ー
ク
保
健

相
）
と
は
、
九
月
八
日
に
友
好
交

流
協
定
の
調
印
を
取
り
交
し
ま
し

た
。こ

れ
に
は
、
本
年
が
小
泉
首
相

の
提
唱
に
よ
り
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

の
賛
同
を
得
て
開
始
さ
れ
た
「
日

本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
流
年
2
0
0
3
」

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
際
機

関
日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
後

援
を
得
て
い
ま
す
。

調
印
式
に
は
、
ソ
ム
サ
ワ
ー
ト
・

レ
ン
サ
ワ
ッ
ト
同
国
副
首
相
兼
外

務
大
臣
を
は
じ
め
橋
本
逸
男
駐
ラ

オ
ス
大
使
、
ピ
ム
マ
ソ
ー
ン
・
ル

ア
ン
カ
ム
マ
ー
教
育
相
等
政
府
要
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人
並
び
に
ソ
ム
ピ
エ
ン
・
サ
イ
ニ
ャ

デ
ー
ト
ラ
オ
ス
教
育
振
興
財
団
理

事
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
政
財
界

人
の
列
席
の
も
と
、
中
川
意
次
宇

治
市
日
本
ラ
オ
ス
友
好
協
会
会
長

と
ポ
ー
ン
メ
ー
ク
ラ
オ
ス
日
本
友

好
協
会
会
長
両
名
に
よ
り
調
印
書

に
そ
れ
ぞ
れ
署
名
し
ま
し
た
。

☆
　
　
☆
　
　
☆

ラ
オ
ス
で
宇
治
を
紹
介

本
協
会
の
今
回
の
ラ
オ
ス
訪
問

の
も
う
一
つ
の
目
的
に
は
、
ラ
オ

ス
国
民
に
「
宇
治
」
を
紹
介
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

九
月
九
日
に
は
、
ラ
オ
ス
教
育

振
興
財
団
主
催
の
奨
学
金
贈
呈
式

が
、
学
生
・
先
生
・
父
兄
等
約
八

百
人
の
参
加
者
に
よ
っ
て
挙
行
。

そ
の
会
場
で
あ
る
国
際
文
化
会
館

に
お
い
て
、
宇
治
の
観
光
写
真
展

示
の
ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
の

接
待
、
京
都
芸
術
高
等
学
校
の
学

生
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
だ
い
た

友
好
交
流
協
定
調
印
記
念
Ｔ
シ
ャ

ツ
と
う
ち
わ
の
配
布
を
行
い
、
参

加
者
か
ら
非
常
に
大
き
い
関
心
を

集
め
ま
し
た
。
特
に
五
百
枚
用
意

し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
約
五
分
で
品

切
れ
に
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
会
場
の

設
営
か
ら
接
待
ま
で
調
印
団
全
員

の
協
力
に
よ
っ
て
成
し
得
た
結
果

で
あ
り
、
友
好
関
係
を
示
す
意
味

に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
首
都
ヴ
ェ
ン

チ
ャ
ン
か
ら
飛
行
機
で
約
四
十
五

分
に
位
置
す
る
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン

に
移
動
、
庚
申
会
が
寄
贈
さ
れ
た

小
学
校
を
訪
問
し
、
生
徒
に
文
房

具
を
贈
り
ま
し
た
。
経
済
的
に
恵

ま
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
暮
ら

し
の
中
に
も
、
子
供
た
ち
の
目
の

輝
き
が
非
常
に
印
象
的
で
、
人
々

の
心
は
常
に
豊
か
で
微
笑
を
絶
や

さ
な
い
国
柄
を
感
じ
ま
し
た
。

☆
　
　
☆
　
　
☆

今
回
の
訪
問
で
は
、
久
保
田
宇

治
市
長
か
ら
預
か
っ
た
、
ソ
ム
サ

ワ
ー
ト
・
レ
ン
サ
ワ
ッ
ト
同
国
副

首
相
兼
外
務
大
臣
宛
の
親
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。
九
月
三
十
日
に
は
、

そ
の
答
礼
を
ラ
オ
ス
か
ら
の
親
善

留
学
生
キ
ェ
ン
カ
ー
ン
・
ボ
ン
マ

チ
ャ
ン
さ
ん
か
ら
久
保
田
市
長
に

伝
達
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
、
宇
治

市
と
ラ
オ
ス
の
友
好
関
係
は
今
後

ま
す
ま
す
大
き
な
輪
に
な
る
も
の

と
確
信
し
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
か
ら
贈
ら
れ
た
茶
の
木
。

市
役
所
入
口
の
横
に
あ
日
ソ
ま
し
た
。

…

語

只

野

珍

品

量

へ
西
川
重
雄
・
市
国

二
人
）
　
か

ま
ち
か
ど
で
見
か
け
た
托
鉢
風
景

広
大
な
茶
園
風
景

調
査
団
は
、
九
月
四
日
か
ら
一

週
間
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
問
し
ま

し
た
。ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
は
、
ス
リ
ラ

ン
カ
の
中
央
山
間
部
、
標
高
一
八

〇
〇
ｍ
の
高
地
に
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ン
ボ
は
、
日
本
の
夏
並
み

の
暑
さ
で
し
た
が
、
聖
都
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
か
ら
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
へ

と
向
か
う
道
は
上
り
坂
が
続
き
、

車
窓
か
ら
入
っ
て
く
る
風
も
、
涼

し
さ
を
増
し
て
来
ま
し
た
。

同
市
に
入
る
数
時
間
前
か
ら
、

道
の
両
側
の
丘
陵
地
に
は
、
広
々

と
し
た
茶
園
が
広
が
り
ま
す
。

「
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
　
と
呼
ば

れ
、
今
は
「
エ
ス
テ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
大
企
業
農
園
は
、
日
本
で

想
像
し
て
い
た
以
上
の
広
さ
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
に
も
広
大
な
茶
園
は
あ
り
、
あ

ち
こ
ち
に
は
、
四
～
五
階
建
て
の

大
規
模
な
茶
工
場
「
テ
ィ
ー
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
一
本
の
木

か
ら
年
に
何
回
も
茶
摘
み
を
す
る

そ
う
で
す
が
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市

に
入
っ
た
の
が
日
曜
日
で
あ
る
た

め
か
、
茶
摘
み
を
す
る
人
の
姿
を

殆
ど
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
機

械
摘
み
を
し
て
い
る
様
子
は
、
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊

　

＊

　

＊

緑
豊
か
な
ま
ち

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
の
入
口
に
は
、

英
語
で
　
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
に
よ
う
こ
そ
」

と
書
か
れ
た
、
大
き
な
歓
迎
ゲ
ー

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
は
、
紅
茶
作

り
の
は
か
、
寒
冷
な
気
候
を
利
用

し
て
の
野
菜
作
り
、
コ
ロ
ン
ボ
な

ど
の
大
都
市
住
民
の
避
暑
地
・
別

荘
地
と
し
て
も
有
名
だ
そ
う
で
、

現
職
大
統
領
や
副
大
統
領
の
別
荘

も
あ
り
ま
し
た
。

街
の
中
心
部
に
は
、
緑
の
美
し

い
ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
や
ス
リ
ラ
ン

カ
で
も
屈
指
の
由
緒
の
あ
る
ゴ
ル

フ
場
が
あ
り
、
市
の
周
囲
に
は
深

く
広
大
な
森
林
も
あ
り
、
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
の
言
葉
ど
お
り
、
緑

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
心
部
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に

は
、
発
電
の
た
め
の
人
造
湖
で
あ
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る
グ
レ
ゴ
リ
ー
湖
が
あ
り
、
こ
の

湖
の
周
り
も
将
来
は
整
備
し
て
、

市
民
の
憩
い
と
観
光
に
役
立
て
た

い
、
こ
こ
か
ら
市
を
見
下
ろ
す
山

の
頂
上
ま
で
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
も

引
き
た
い
と
、
観
光
都
市
と
し
て

の
整
備
を
目
指
す
夢
を
、
応
対
し

て
く
れ
た
市
職
員
の
へ
ラ
ト
さ
ん

が
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

道
路
の
整
備
は
、
幹
線
道
路
の

車
道
部
分
だ
け
が
舗
装
さ
れ
て
い

る
状
態
で
し
た
が
、
そ
れ
は
ス
リ

ラ
ン
カ
全
体
を
通
じ
て
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ス
リ
ラ
ン
カ

の
経
済
発
展
に
合
わ
せ
て
整
備
が

進
む
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊

　

＊

　

＊

整
備
さ
れ
て
い
た
日
本
庭
園

ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
に
は
、
一
九

ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
内
の

日
本
庭
園

八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
に
宇
治

市
民
に
よ
る
作
庭
団
が
造
っ
た
日

本
庭
園
が
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
芝
生
に
囲
ま
れ
た
池

の
中
に
、
二
本
の
石
灯
篭
が
立
つ

島
が
見
え
ま
し
た
。
石
灯
篭
に
は

傷
ん
だ
様
子
は
な
く
、
島
全
体
に

も
雑
草
は
見
ら
れ
ず
、
き
れ
い
な

管
理
状
態
で
し
た
。
池
の
横
に
は
、

宇
治
市
と
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
と
の

友
好
関
係
を
刻
ん
だ
石
碑
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
全
体
に
管
理

が
行
き
届
い
て
お
り
、
四
月
に
は
、

こ
こ
で
花
祭
り
が
一
カ
月
間
開
催

さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
そ
う

で
す
。ま

た
、
公
園
を
出
る
と
ヌ
ワ
ラ

エ
リ
ヤ
市
の
中
心
市
街
地
で
、
イ

ギ
リ
ス
風
建
築
の
郵
便
局
舎
が
向

か
い
側
に
見
え
、
商
店
街
は
多
く

の
人
で
賑
わ
い
、
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

＊

　

＊

　

＊

宇
治
と
の
友
好
交
流
を
希
望

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
役
所
は
、
宇

治
市
役
所
と
比
べ
る
と
小
さ
い
建

物
で
し
た
。
敷
地
を
入
っ
た
す
ぐ

横
に
は
、
宇
治
市
か
ら
同
市
に
送

ら
れ
た
茶
樹
が
植
え
ら
れ
た
一
画

が
あ
り
、
記
念
の
プ
レ
ー
ト
も
埋

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
市
長
の
カ
ル
ナ
ラ
ト
ネ
さ
ん

は
、
四
〇
歳
代
の
元
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
長
と
語
る
。
左
か
ら

三
人
目
は
同
市
で
活
動
し
て
い
る
青
年

海
外
協
力
隊
員
の
有
水
さ
ん
。

ン
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
市
政

に
反
映
さ
せ
た
り
、
環
境
改
善
に

取
り
組
ん
だ
り
と
、
昨
年
四
月
の

就
任
以
来
、
精
力
的
に
仕
事
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
で
し
た
。

宇
治
市
と
の
友
好
都
市
関
係
を

多
く
の
市
民
に
知
っ
て
欲
し
い
と
、

市
役
所
の
掲
示
板
に
「
友
好
都
市

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
お
ら
れ
、

宇
治
市
の
地
図
や
宇
治
市
長
か
ら

の
手
紙
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

副
市
長
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ

ん
を
含
め
、
お
会
い
し
た
全
員
が
、

宇
治
市
と
の
友
好
交
流
を
望
ん
で

お
ら
れ
、
今
後
、
情
報
交
換
を
進

め
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

親

　

日

　

の

　

国

両
国
の
歴
史
的
な
経
過
や
日
本

か
ら
の
積
極
的
な
国
際
協
力
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、

対
日
感
情
は
極
め
て
良
く
、
日
本

語
の
学
習
熱
も
盛
ん
だ
そ
う
で
す
。

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
で
も
、
日
本

語
を
勉
強
し
た
い
が
、
先
生
が
い

な
い
の
で
協
力
し
て
欲
し
い
と
の

声
を
聞
き
ま
し
た
し
、
生
徒
た
ち

か
ら
は
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と

友
達
に
な
り
た
い
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

行
政
・
議
会
関
係
者
も
含
め
、

お
会
い
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
宇

治
市
を
通
じ
て
日
本
を
も
っ
と
知

り
た
い
、
日
本
か
ら
学
び
た
い
と

の
、
強
い
恩
い
を
感
じ
ま
し
た
。

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
セ
の
中
心
街

＊

　

＊

　

＊

ス
リ
ラ
ン
カ
の
治
安

調
査
団
は
、
在
ス
リ
ラ
ン
カ
日

本
大
使
館
と
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
　
（
国
際

協
力
事
業
団
）
　
コ
ロ
ン
ボ
事
務
所

も
訪
問
し
ま
し
た
。

日
本
大
使
館
で
は
、
政
府
・
反

政
府
組
織
共
に
、
掲
げ
て
い
る
目

標
＝
和
平
は
明
ら
か
な
の
で
、
以

前
の
よ
う
な
テ
ロ
が
再
発
す
る
心

配
は
な
い
と
見
て
い
ま
し
た
。
た

だ
、
他
国
と
同
様
に
犯
罪
被
害
へ

の
備
え
は
必
要
と
の
こ
と
。
調
査

団
も
、
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
で
は
、
各
種

隊
員
七
十
二
人
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ

各
地
（
反
政
府
組
織
の
拠
点
地
域

は
除
く
）
　
で
活
動
し
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
隊
員
に
危

険
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
場
合
は

す
ぐ
に
現
地
を
撤
退
さ
せ
る
の
で
、

現
状
は
、
そ
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
移
動
範
囲
で

し
た
が
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
を
含

む
各
地
で
、
多
く
の
欧
米
人
や
日

本
人
の
観
光
客
を
見
か
け
ま
し
た
。

今
後
、
日
本
を
含
む
世
界
各
地
か

ら
の
ス
リ
ラ
ン
カ
観
光
客
は
、
着

実
に
増
加
の
ペ
ー
ス
を
速
め
る
こ

と
で
し
ょ
う
。



（4）Ｕｉ ＦＡニュース

今
秋
の
醇
会
事
莱
日
の
お
知
ら
せ

英
語
と
中
国
語

語
学
講
座
（
鬼
門
編
）
を
開
催

恒
例
の
語
学
講
座
を
、
今
年
度

も
次
の
要
領
で
開
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
入
門
編
で
す
の
で
、

初
め
て
、
あ
る
い
は
久
し
ぶ
り
に

外
国
語
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
し
た

い
方
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
程
…
十
一
月
十
九
日
～
十

六
年
三
月
三
日
の
毎
週
水
曜
日
、

午
後
七
時
～
八
時
半
。
全
十
一
一
回
。

年
末
年
始
休
講
　
◎
会
場
…
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
　
◎
対
象
…
市
内

在
住
か
在
勤
で
、
十
二
回
続
け
て

受
講
で
き
る
方
　
◎
定
員
…
英
語
＝

二
十
五
人
、
中
国
語
＝
十
五
人
。

い
ず
れ
も
先
着
順
　
◎
受
講
料
…

一
万
円
（
協
会
会
員
は
八
千
円
）

◎
申
し
込
み
…
十
月
十
四
日
㈹
か

ら
協
会
事
務
局
へ
電
話
で
。

外
国
式
留
学
生
の
一
泊

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

留
学
生
探
訪
ツ
ア
ー
を
十
一
月

一
日
田
・
二
日
㈲
に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
宇
治
市
や
近
郊

に
在
住
の
外
国
人
留
学
生
に
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
へ
の
参
加
や
平
等

院
見
学
を
通
じ
て
、
宇
治
市
を
知

り
、
一
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

じ
て
、
宇
治
市
民
と
の
友
好
交
流

を
深
め
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

ホ

ス

ト

フ

ァ

ミ

リ

ー

に

は

、

一

日
田
の
午
後
に
市
役
所
で
、
留
学

生
（
一
～
二
名
）
を
引
き
取
り
、

一
泊
の
滞
在
中
、
ご
家
族
と
の
交

流
を
深
め
、
二
日
価
に
は
一
緒
に

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
平

等
院
も
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
平
等
院
見
学
料
や
二
日
㈲

の
昼
食
は
協
会
で
負
担
し
ま
す
が
、

留
学
生
の
一
泊
滞
在
費
（
食
事
代

含
む
）
　
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
十
月
十

五
日
鯛
ま
で
に
、
協
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
十
月
十
七

日
㈲
午
後
七
時
か
ら
宇
治
公
民
館

で
、
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

カ
ム
ル
ー
フ
ス
市
訪
問
団

来
訪
歓
迎
事
業
に
参
加
を

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
公
式
訪
問
団

一
行
二
十
一
人
（
予
定
）
　
が
、
十

一
月
十
三
日
㈱
か
ら
十
七
日
㈲
ま

で
、
宇
治
市
に
来
訪
さ
れ
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
一
行
を
温
か
く

お
迎
え
し
、
友
好
を
深
め
る
た
め
、

次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
方
は
、
十
月
二

十
日
㈲
ま
で
に
、
協
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

実
施
日
＝
十
一
月
十
五
日
出

〓
付
の
数
名
を
自
宅
に
招
き
、

一
緒
に
夕
食
を
し
な
が
ら
、
家
族

そ
ろ
っ
て
の
友
好
交
流
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

食
材
費
は
招
待
人
数
に
応
じ
て

お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
招
待
者

を
市
役
所
ま
で
迎
え
に
来
て
、
帰

り
は
宿
泊
先
ホ
テ
ル
ま
で
タ
ク
シ
ー

で
送
り
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
交
流
事
業

実
施
日
＝
十
一
月
十
六
日
価
の

午
前
中
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

前
回
は
、
お
に
ぎ
り
や
餅
つ
き

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
今

回
も
、
〓
付
と
一
緒
に
楽
し
い
交

流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

設立30周年記念「観月の夕べ」
日　時10月12日（日）18：00～19：00
場　所　萬福寺境内・中和園（雨天時は変更）
内　容　二胡奏者・韓　秋月さん

（西安出身）の演奏
主　催　宇治市日本中国友好協会
参加費　無料、予約不要。

17：30から総門前で受付
懇親会19時から宝善院で。

参加費7，000円、予約制。
申し込み先は上林さんへ　Ｔｅ122－2513

世界の料理教室
講　師　ネパール料理：サピタ・シュレスターさん

ドイツ料理：ヤナ・ベドナレックさん
日　時10月19日（日）10：00～14：00
場　所　宇治公民館1階調理室
主　催　宇治国際交流クラブ
参加費　クラブ会員以外700円、外国人無料
定　員　30名（先着順）
締め切り10月16日（木）
申し込み先　酒兄さん　Ｔｅ123－6836

Ｆａｘ46－1907

中央公民館まつり
10月18日（土）・19［］（日）

ケニア民族舞踊 （特別出演）
18日（土）14：30～15：00

他にも多彩なイベントがあります
参加無料 ・申し込み不要
問い合わせ先は中央公民館Ｔｅ1 39－9258

ヌ

ワ

ラ

エ

リ

ヤ
市
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。

同
市
役
所
に

は
、
我
が
国
の

国
際
協
力
事
業

団
青
年
海
外
協

力
隊
員
の
有
水

史
絵
さ
ん
が
赴
任
し
て
お
ら
れ
、

今
回
の
訪
問
で
は
大
変
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
事
業
団
の
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
コ
ロ
ン
ボ
で

活
動
さ
れ
て
い
る
、
宇
治
市
在
住

の
柳
原
明
彦
さ
ん
に
も
、
大
変
親

切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
復
興
と
発
展
を
果
た

し
た
日
本
に
、
大
き
な
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
経
済
支
援
だ
け
で
な

く
、
日
本
が
発
展
に
至
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
知
り
た
い
、
日
本
か
ら
多

く
を
学
び
た
い
と
言
う
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
際
協
力
事
業

団
を
通
じ
て
、
既
に
現
地
の
最
前

線
で
多
く
の
日
本
人
が
、
同
国
発

展
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
後
に
続
く
人
材
が
、
宇

治
市
か
ら
出
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
（
橋
本
）
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